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平成30年10月1日 

 

各  位 

 会 社 名 株式会社  宮 崎 銀 行 

 代 表 者 名 取締役頭取  平 野 亘 也 

 （コード番号 ：８３９３ 東証第一部、福証） 

 問 合 せ 先 取締役経営企画部長 日 髙 啓 司 

 （ＴＥＬ ０９８５－３２－８２１２） 

 

コーポレートガバナンス体制の変更に関するお知らせ 

 

株式会社 宮崎銀行（頭取 平野 亘也）は、コーポレートガバナンスの更なる強化を図るた
め、内部監査部門である監査部を監査等委員会の直属とする体制へ変更しましたので、下記の

とおりお知らせいたします。 
 

記 

 

１．変更の理由 

  当行ではこれまで、内部監査部門である監査部は頭取の直属でありましたが、業務執行

と監督の役割を明確に分離し、業務執行部門からの独立性を確保するため、監査部を監査

等委員会の直属とし、コーポレートガバナンス体制の更なる強化を図るものであります。 
 
２．具体的な変更内容 
   コーポレートガバナンス体制図を変更するとともに、「内部統制に関する基本方針」に

つきまして別紙のとおり改定しております。また、行内規程も所要の改定を実施しており

ます。 
 

以 上 
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（別紙） 

当行のコーポレートガバナンス体制図（変更後） 

 

 

「内部統制に関する基本方針」の改定内容は、次のとおりであります。 

（下線は変更部分を示しております。） 

現行方針 改定後方針 

第11条：その他当行の監査等委員会の監査が実効的に行われることを確保するための体制 

 
代表取締役は、監査等委員会
と定期的に会合を持ち、当行が

対処すべき課題、監査等委員会
監査の環境整備の状況、監査上
の重要課題等について意見を

交換し、監査等委員との相互認
識を深めるよう努力するもの
とする。 

(1) 代表取締役と監査等委員との相互認識 
 代表取締役は、監査等委員会と定期的に会合を持
ち、当行が対処すべき課題、監査等委員会監査の環

境整備の状況、監査上の重要課題等について意見を
交換し、監査等委員との相互認識を深めるよう努力
するものとする。 

 
(2) 監査等委員会と内部監査部門との関係 
① 内部監査部門である監査部は、監査等委員会の

直属とする。 
② 監査部の監査結果等については、監査等委員会、
頭取へ報告後、常務会に報告する。なお、取締役

会には監査等委員会が報告する。 
③ 監査部長の人事異動・人事評価・懲戒処分等に
際しては、監査等委員会の同意を得るものとする。 

 ④  監査部監査は監査等委員会の指揮の下で行う。
また、頭取も必要に応じ指揮命令ができる。監査
等委員会と頭取の指示に齟齬ある場合は、監査等

委員会の指示を優先する。 
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